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問 25-1【暴力について相談したか】 

ドメスティック・バイオレンス（配偶者・交際相手等からの暴力）について      

（問 25 で、1 つでも（1. 何度もあった）又は（2. 1、2 度あった）と回答した方に     

お伺いします。） 

問 25-1 あなたは、その受けた行為について、誰かに相談しましたか。（１つだけに○） 

１． 相談した        ２． 相談できなかった    ３． 相談しようとは思わなかった 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=418 

 

14.8%

21.7%

5.6%

10.3%

14.2%

5.1%

57.2%

46.3%

71.9%

17.7%

17.9%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

女性

男性

相談した 相談できなかった 相談しようとは思わなかった 無回答

 全体では、「相談しようとは思わなかった」が 57.2％と最も多く、次いで「無回答」が 17.7％

の順となっています。 

男女別で見ると、女性では「相談しようとは思わなかった」が 46.3％と最も多く、次いで  

「相談した」が 21.7％の順となっています。一方、男性では「相談しようとは思わなかった」

が 71.9％と最も多く、次いで「無回答」が 17.4％の順となっています。 

年齢別では、すべての年代で「相談しようとは思わなかった」が最も多くなっています。ま

た、「２０歳～２９歳」では「相談した」も 41.7％で同率 1位となっています。 

平成 22 年度調査結果と比較すると、全体において、すべての回答が減少しており、無回答

が増えています。 

「相談しようとは思わなかった」が 57.2％ 



第２章 調査結果            

254 

 

問 25-1【暴力について相談したか】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3   

相
談
し
た 

相
談
で
き
な 

か
っ
た 

相
談
し
よ
う 

と
は
思
わ
な 

か
っ
た 

無
回
答 

平成 28年度調査 

【全体】 

人数 418 62 43 239 74 

構成比  14.8% 10.3% 57.2% 17.7% 

平成 28年度調査 

【女性】 

人数 240 52 34 111 43 

構成比  21.7% 14.2% 46.3% 17.9% 

平成 28年度調査 

【男性】 

人数 178 10 9 128 31 

構成比  5.6% 5.1% 71.9% 17.4% 

平成 22年度調査 

【全体】 

人数 79 14 11 46 8 

構成比  17.7% 13.9% 58.2% 10.1% 

平成 22年度調査 

【女性】 

人数 61 13 10 30 8 

構成比  21.3% 16.4% 49.2% 13.1% 

平成 22年度調査 

【男性】 

人数 18 1 1 16 0 

構成比  5.6% 5.6% 88.9% 0.0% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3   

相
談
し
た 

相
談
で
き
な 

か
っ
た 

相
談
し
よ
う 

と
は
思
わ
な 

か
っ
た 

無
回
答 

全体 
人数 418 62 43 239 74 

構成比  14.8% 10.3% 57.2% 17.7% 

20～29歳 
人数 24 10 4 10 0 

構成比  41.7% 16.7% 41.7% 0.0% 

30～39歳 
人数 32 5 3 21 3 

構成比  15.6% 9.4% 65.6% 9.4% 

40～49歳 
人数 59 14 7 34 4 

構成比  23.7% 11.9% 57.6% 6.8% 

50～59歳 
人数 63 13 8 39 3 

構成比  20.6% 12.7% 61.9% 4.8% 

60～69歳 
人数 113 12 12 73 16 

構成比  10.6% 10.6% 64.6% 14.2% 

70歳以上 
人数 127 8 9 62 48 

構成比  6.3% 7.1% 48.8% 37.8% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 25-2【相談した場所・人】 

ドメスティック・バイオレンス（配偶者・交際相手等からの暴力）について         

（問 25-1で、（1.相談した）と回答した方にお伺いします。） 

問 25-2 あなたが、相談した人（場所）を教えてください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ ． 家族・親せき 

３ ． 警察 

５ ． 市役所窓口 

７ ． 配偶者暴力相談支援センター 

９ ． 医師・カウンセラー 

11． その他（               ) 

２ ． 友人・知人  

４ ． 人権擁護委員 

６ ． 民生委員 

８ ． 民間の相談機関 

10． 弁護士 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 全体では、「家族・親せき」が 69.4％と最も多く、次いで「友人・知人」が 46.8％となっ

ています。男女別で見ると、女性・男性ともに全体と同じ順になっています。 

 年齢別で見ると、「３０～３９歳」を除き、「家族・親せき」が最も多くなっています。「３０

～３９歳」では「友人・知人」が 60.0％で最も多くなっています。また「５０～５９歳」では 

「友人・知人」も 61.5％で同率 1位となっています。 

「家族・親せき」が 69.4％ 
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問 25-2【相談した場所・人】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=62 

 

全員 69.4%

全員 46.8%

全員 8.1%

全員 1.6%

全員 4.8%

全員 0.0%

全員 1.6%

全員 4.8%

全員 6.5%

全員 6.5%

全員 6.5%

全員 0.0%

女性 69.2%

女性 48.1%

女性 9.6%

女性 1.9%

女性 5.8%

女性 0.0%

女性 1.9%

女性 5.8%

女性 3.8%

女性 7.7%

女性 3.8%

女性 0.0%

男性 70.0%

男性 40.0%

男性 0.0%

男性 0.0%

男性 0.0%

男性 0.0%

男性 0.0%

男性 0.0%

男性 20.0%

男性 0.0%

男性 20.0%

男性 0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

家族・親せき

友人・知人

警察

人権擁護委員

市役所窓口

民生委員

配偶者暴力相談

支援センター

民間の相談機関

医師・カウンセラー

弁護士

その他

無回答

全員 女性 男性
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問 25-2【相談した場所・人】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11   

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

警
察 

人
権
擁
護
委
員 

市
役
所
窓
口 

民
生
委
員 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

民
間
の
相
談
機
関 

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

弁
護
士 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 28 年度 

調査【全体】 

人
数 

62 43 29 5 1 3 0 1 3 4 4 4 0 

構
成
比 

 69.4% 46.8% 8.1% 1.6% 4.8% 0.0% 1.6% 4.8% 6.5% 6.5% 6.5% 0.0% 

平成 28 年度 

調査【女性】 

人
数 

52 36 25 5 1 3 0 1 3 2 4 2 0 

構
成
比 

 69.2% 48.1% 9.6% 1.9% 5.8% 0.0% 1.9% 5.8% 3.8% 7.7% 3.8% 0.0% 

平成 28 年度 

調査【男性】 

人
数 

10 7 4 0 0 0 0 0 0 2 0 2 0 

構
成
比 

 70.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

平成 22 年度 

調査【全体】 

人
数 

14 - - - - - - - - - - - - 

構
成
比              

平成 22 年度 

調査【女性】 

人
数 

13 - - - - - - - - - - - - 

構
成
比              

平成 22 年度 

調査【男性】 

人
数 

1 - - - - - - - - - - - - 

構
成
比              

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 25-2【相談した場所・人】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11   

家
族
・
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

警
察 

人
権
擁
護
委
員 

市
役
所
窓
口 

民
生
委
員 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

民
間
の
相
談
機
関 

医
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

弁
護
士 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 

人数 62 43 29 5 1 3 0 1 3 4 4 4 0 

構成比  69.4% 46.8% 8.1% 1.6% 4.8% 0.0% 1.6% 4.8% 6.5% 6.5% 6.5% 0.0% 

20～ 

29 歳 

人数 10 5 4 1 0 0 0 0 0 1 0 2 0 

構成比  50.0% 40.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 20.0% 0.0% 

30～ 

39 歳 

人数 5 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

構成比  40.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

40～ 

49 歳 

人数 14 11 9 2 1 2 0 1 2 3 3 0 0 

構成比  78.6% 64.3% 14.3% 7.1% 14.3% 0.0% 7.1% 14.3% 21.4% 21.4% 0.0% 0.0% 

50～ 

59 歳 

人数 13 8 8 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 

構成比  61.5% 61.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 

60～ 

69 歳 

人数 12 10 3 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 

構成比  83.3% 25.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 

70 歳 

以上 

人数 8 7 2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

構成比  87.5% 25.0% 12.5% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 25-3【相談しなかった理由】 

ドメスティック・バイオレンス（配偶者・交際相手等からの暴力）について         

（問 25-1で、（2.相談できなかった）（3.相談しようとは思わなかった）と回答した方

にお伺いします。） 

問 25-3 あなたが、誰（どこ）にも相談できなかった理由はなぜですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１ ． 誰(どこ)に相談してよいかわからなかったから 

２ ． 恥ずかしくてだれにも言えなかったから 

３ ． 世間体が悪いと思ったから 

４ ． 相談しても無駄だと思ったから 

５ ． 他人を巻き込みたくなかったから 

６ ． 自分に悪いところがあると思ったから 

７ ． 相談するほどではないと思ったから  

８ ． 思い出したくないから 

９ ． 自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていけると思ったから 

10． 相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受けると思ったから 

11． その他（                                            ） 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では、「相談するほどではないと思ったから」が 48.6％と最も多く、次いで「自分に悪

いところがあると思ったから」が 28.0％の順になっています。 

男女別で見ると、男性では全体と同じ順になっています。一方、女性では「相談するほどで

はないと思ったから」「自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていけると思ったから」の順

になっています。 

 年齢別では、「２０歳～２９歳」を除き、「相談するほどではないと思ったから」が最も多く

なっています。「２０歳～２９歳」では「相談しても無駄だと思ったから」が 50.0％で最も 

多くなっています。 

 平成 22年度調査結果と比較すると、最も多い回答は「相談するほどではないと思ったから」

で変わりはありませんが、全体で 18.1 ポイント減少（女性では 10.2 ポイント減少、男性で

は 41.5ポイント減少）しています。 

「相談するほどではないと思ったから」が 48.6％ 
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問 25-3【相談しなかった理由】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=282 

 

全体 7.8%

全体 12.4%

全体 6.7%

全体 23.8%

全体 12.4%

全体 28.0%

全体 48.6%

全体 3.5%

全体 27.3%

全体 2.8%

全体 4.6%

全体 0.0%

女性 8.3%

女性 18.6%

女性 6.2%

女性 28.3%

女性 12.4%

女性 23.4%

女性 44.8%

女性 4.1%

女性 33.1%

女性 3.4%

女性 5.5%

女性 0.0%

男性 7.3%

男性 5.8%

男性 7.3%

男性 19.0%

男性 12.4%

男性 32.8%

男性 52.6%

男性 2.9%

男性 21.2%

男性 2.2%

男性 3.6%

男性 0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

誰(どこ)に相談してよいか

わからなかったから

恥ずかしくてだれにも

言えなかったから

世間体が悪いと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

自分に悪いところがあると思ったから

相談するほどではないと思ったから

思い出したくないから

自分さえ我慢すれば、このまま何とか

やっていけると思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けると思ったから

その他

無回答

全体 女性 男性
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問 25-3【相談しなかった理由】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11   

誰(

ど
こ)

に
相
談
し
て
よ
い
か 

わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら 

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え 

な
か
っ
た
か
ら 

世
間
体
が
悪
い
と
思
っ
た
か
ら 

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら 

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た 

か
ら 

自
分
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と 

思
っ
た
か
ら 

相
談
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と 

思
っ
た
か
ら 

思
い
出
し
た
く
な
い
か
ら 

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
何
と
か 

や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
仕
返
し
や
、 

も
っ
と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

平
成
28

年
度 

調
査
【
全
体
】 

人
数 

282 22 35 19 67 35 79 137 10 77 8 13 0 

構
成
比 

 7.8% 12.4% 6.7% 23.8% 12.4% 28.0% 48.6% 3.5% 27.3% 2.8% 4.6% 0.0% 

平
成
28

年
度 

調
査
【
女
性
】 

人
数 

145 12 27 9 41 18 34 65 6 48 5 8 0 

構
成
比 

 8.3% 18.6% 6.2% 28.3% 12.4% 23.4% 44.8% 4.1% 33.1% 3.4% 5.5% 0.0% 

平
成
28

年
度 

調
査
【
男
性
】 

人
数 

137 10 8 10 26 17 45 72 4 29 3 5 0 

構
成
比 

 7.3% 5.8% 7.3% 19.0% 12.4% 32.8% 52.6% 2.9% 21.2% 2.2% 3.6% 0.0% 

平
成
22

年
度 

調
査
【
全
体
】 

人
数 

57 11 19 14 13 8 21 38 9 21 1 2 2 

構
成
比 

 19.3% 33.3% 24.6% 22.8% 14.0% 36.8% 66.7% 15.8% 36.8% 1.8% 3.5% 3.5% 

平
成
22

年
度 

調
査
【
女
性
】 

人
数 

40 8 14 8 9 6 14 22 8 14 1 2 2 

構
成
比 

 20.0% 35.0% 20.0% 22.5% 15.0% 35.0% 55.0% 20.0% 35.0% 2.5% 5.0% 5.0% 

平
成
22

年
度 

調
査
【
男
性
】 

人
数 

17 3 5 6 4 2 7 16 1 7 0 0 0 

構
成
比 

 17.6% 29.4% 35.3% 23.5% 11.8% 41.2% 94.1% 5.9% 41.2% 0.0% 0.0% 0.0% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字  
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問 25-3【相談しなかった理由】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11   

誰(

ど
こ)

に
相
談
し
て
よ
い
か 

わ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら 

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え 

な
か
っ
た
か
ら 

世
間
体
が
悪
い
と
思
っ
た
か
ら 

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
た
か
ら 

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た 

か
ら 

自
分
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と 

思
っ
た
か
ら 

相
談
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と 

思
っ
た
か
ら 

思
い
出
し
た
く
な
い
か
ら 

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
何
と
か 

や
っ
て
い
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
仕
返
し
や
、 

も
っ
と
ひ
ど
い
暴
力
を
受
け
る
と
思
っ
た
か
ら 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 

人

数 
282 22 35 19 67 35 79 137 10 77 8 13 0 

構

成

比 

 7.8% 12.4% 6.7% 23.8% 12.4% 28.0% 48.6% 3.5% 27.3% 2.8% 4.6% 0.0% 

20～ 

29歳 

人

数 
14 3 2 1 7 4 6 6 1 5 3 1 0 

構

成

比 

 21.4% 14.3% 7.1% 50.0% 28.6% 42.9% 42.9% 7.1% 35.7% 21.4% 7.1% 0.0% 

30～ 

39歳 

人

数 
24 2 4 3 6 5 6 13 2 4 2 0 0 

構

成

比 

 8.3% 16.7% 12.5% 25.0% 20.8% 25.0% 54.2% 8.3% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 

40～ 

49歳 

人

数 
41 3 7 3 7 6 10 16 1 10 1 4 0 

構

成

比 

 7.3% 17.1% 7.3% 17.1% 14.6% 24.4% 39.0% 2.4% 24.4% 2.4% 9.8% 0.0% 

50～ 

59歳 

人

数 
47 3 6 3 19 4 15 22 3 12 0 3 0 

構

成

比 

 6.4% 12.8% 6.4% 40.4% 8.5% 31.9% 46.8% 6.4% 25.5% 0.0% 6.4% 0.0% 

60～ 

69歳 

人

数 
85 7 9 6 16 11 27 41 1 29 1 3 0 

構

成

比 

 8.2% 10.6% 7.1% 18.8% 12.9% 31.8% 48.2% 1.2% 34.1% 1.2% 3.5% 0.0% 

70歳 

以上 

人

数 
71 4 7 3 12 5 15 39 2 17 1 2 0 

構

成

比 

 5.6% 9.9% 4.2% 16.9% 7.0% 21.1% 54.9% 2.8% 23.9% 1.4% 2.8% 0.0% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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問 26【ＤＶ防止の取り組み】 

ドメスティック・バイオレンス（配偶者・交際相手等からの暴力）について      

問 26 あなたは、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対する防止には、何が   

必要だと感じますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１ ． 被害者が早期に相談できる窓口の設置 

２ ． 小中学校・高等学校など教育機関において、ＤＶ防止のための知識を教える 

３ ． 家庭内暴力に対して、保護者が暴力はいけないことを教える 

４ ． 被害者を発見しやすい立場の職業の方への啓発活動を行う 

５ ． 加害者への罰の強化と教育 

６ ． 地域でのＤＶ防止のイベントや研修会を行う 

７ ． ＤＶを助長する恐れのある情報（雑誌、ゲームなど）を取り締まる 

８ ． 広報・啓発活動を積極的に行う 

９ ． 特にない 

10． その他（                                   ） 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体では、「被害者が早期に相談できる窓口の設置」が 71.7％と最も多く、次いで「小中 

学校・高等学校など教育機関において、DV防止のための知識を教える」が 53.3％の順となっ

ています。男女別で見ると、女性・男性ともに同じ順になっています。 

年齢別で見ると、すべての年代で「被害者が早期に相談できる窓口の設置」への回答が最も

多くなっています。2番目に多い回答は、「４０～４９歳」を除くすべての年代で「小中学校・

高等学校など教育機関において、ＤＶ防止のための知識を教える」となっていますが、「４０～

４９歳」では「加害者への罰の強化と教育」で 55.6％となっています。 

「被害者が早期に相談できる窓口の設置」が 71.7％ 
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問 26【ＤＶ防止の取り組み】 

【平成２８年度調査結果】Ｎ=983 

 

全体 71.7%

全体 53.3%

全体 40.8%

全体 20.0%

全体 42.8%

全体 14.4%

全体 27.2%

全体 29.0%

全体 1.9%

全体 3.6%

全体 7.6%

女性 74.2%

女性 55.9%

女性 44.5%

女性 22.2%

女性 44.1%

女性 13.6%

女性 29.9%

女性 26.7%

女性 1.6%

女性 2.9%

女性 7.7%

男性 68.6%

男性 50.1%

男性 36.2%

男性 17.4%

男性 41.2%

男性 15.6%

男性 23.8%

男性 31.8%

男性 2.3%

男性 4.3%

男性 7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

被害者が早期に相談できる窓口の設置

小中学校・高等学校など教育機関において、

ＤＶ防止のための知識を教える

家庭内暴力に対して、保護者が暴力は

いけないことを教える

被害者を発見しやすい立場の職業

の方への啓発活動を行う

加害者への罰の強化と教育

地域でのＤＶ防止のイベントや

研修会を行う

ＤＶを助長する恐れのある情報

（雑誌、ゲームなど）を取り締まる

広報・啓発活動を積極的に行う

特にない

その他

無回答

全体 女性 男性
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問 26【ＤＶ防止の取り組み】 

【男女別・前回調査との比較】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10   

被
害
者
が
早
期
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置 

小
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
教
育
機
関
に 

お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
知
識
を
教
え
る 

家
庭
内
暴
力
に
対
し
て
、
保
護
者
が
暴
力 

は
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
る 

被
害
者
を
発
見
し
や
す
い
立
場
の
職
業
の 

方
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う 

加
害
者
へ
の
罰
の
強
化
と
教
育 

地
域
で
の
Ｄ
Ｖ
防
止
の
イ
ベ
ン
ト
や 

研
修
会
を
行
う 

Ｄ
Ｖ
を
助
長
す
る
恐
れ
の
あ
る
情
報 

（
雑
誌
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）
を
取
り
締
ま
る 

広
報
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

平
成
28

年
度 

調
査
【
全
体
】 

人数 983 705 524 401 197 421 142 267 285 19 35 75 

構成比  71.7% 53.3% 40.8% 20.0% 42.8% 14.4% 27.2% 29.0% 1.9% 3.6% 7.6% 

平
成
28

年
度 

調
査
【
女
性
】 

人数 546 405 305 243 121 241 74 163 146 9 16 42 

構成比  74.2% 55.9% 44.5% 22.2% 44.1% 13.6% 29.9% 26.7% 1.6% 2.9% 7.7% 

平
成
28

年
度 

調
査
【
男
性
】 

人数 437 300 219 158 76 180 68 104 139 10 19 33 

構成比  68.6% 50.1% 36.2% 17.4% 41.2% 15.6% 23.8% 31.8% 2.3% 4.3% 7.6% 

平
成
22

年
度 

調
査
【
全
体
】 

人数 446 - - - - - - - - - - - 

構成比  
           

平
成
22

年
度 

調
査
【
女
性
】 

人数 249 - - - - - - - - - - - 

構成比  
           

平
成
22

年
度 

調
査
【
男
性
】 

人数 193 - - - - - - - - - - - 

構成比  
           

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字  
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問 26【ＤＶ防止の取り組み】 

【年齢別】 

回
答
者
数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10   

被
害
者
が
早
期
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置 

小
中
学
校
・
高
等
学
校
な
ど
教
育
機
関
に 

お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の
知
識
を
教
え
る 

家
庭
内
暴
力
に
対
し
て
、
保
護
者
が
暴
力 

は
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
る 

被
害
者
を
発
見
し
や
す
い
立
場
の
職
業
の 

方
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う 

加
害
者
へ
の
罰
の
強
化
と
教
育 

地
域
で
の
Ｄ
Ｖ
防
止
の
イ
ベ
ン
ト
や 

研
修
会
を
行
う 

Ｄ
Ｖ
を
助
長
す
る
恐
れ
の
あ
る
情
報 

（
雑
誌
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）
を
取
り
締
ま
る 

広
報
・
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 

人数 983 705 524 401 197 421 142 267 285 19 35 75 

構成比  71.7% 53.3% 40.8% 20.0% 42.8% 14.4% 27.2% 29.0% 1.9% 3.6% 7.6% 

20～29歳 

人数 74 57 41 26 22 35 10 11 20 1 4 1 

構成比  77.0% 55.4% 35.1% 29.7% 47.3% 13.5% 14.9% 27.0% 1.4% 5.4% 1.4% 

30～39歳 

人数 124 98 77 50 30 65 15 21 40 2 6 1 

構成比  79.0% 62.1% 40.3% 24.2% 52.4% 12.1% 16.9% 32.3% 1.6% 4.8% 0.8% 

40～49歳 

人数 144 109 74 61 29 80 15 37 36 0 7 3 

構成比  75.7% 51.4% 42.4% 20.1% 55.6% 10.4% 25.7% 25.0% 0.0% 4.9% 2.1% 

50～59歳 

人数 145 123 83 66 35 68 18 47 46 1 4 3 

構成比  84.8% 57.2% 45.5% 24.1% 46.9% 12.4% 32.4% 31.7% 0.7% 2.8% 2.1% 

60～69歳 

人数 261 185 143 104 50 100 49 88 84 7 8 16 

構成比  70.9% 54.8% 39.8% 19.2% 38.3% 18.8% 33.7% 32.2% 2.7% 3.1% 6.1% 

70歳以上 

人数 235 133 106 94 31 73 35 63 59 8 6 51 

構成比  56.6% 45.1% 40.0% 13.2% 31.1% 14.9% 26.8% 25.1% 3.4% 2.6% 21.7% 

１位：全体が黒で白文字、２位：全体が灰色で太文字 
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